
児童・生徒、保護者への依頼文 

   

小学校５・６年生とその保護者 様 

中 学 生 と そ の 保 護 者 様 

 

鳩山町教育委員会 

鳩山町校長会 

 

 

３５人学級の成果と課題についてのアンケートのお願い（依頼） 

 

 保護者の皆様には学校教育に対し、深いご理解とご協力をいただき心より感謝を申し上げます。  

さて、小・中学校の学級の人数については、国の法律で小学校１年生は３５人以下と定められて

いますが、それ以外は４０名以下（４０人学級）と定められております。 

鳩山町では、児童・生徒の学校における学習や生活の環境改善を目的に、平成２２年度から中学

校で３５人学級を制度として取り入れ、平成２６年度からは小学校にも導入しております。 

３５人学級を制度として取り入れている市町村は非常に少なく、先進的な取り組みであると評価

されております。 

 鳩山中学校に３５人学級を制度として取り入れてから５年が経過しましたので、その成果と課題

について検証し、更なる教育の充実に資する目的で、アンケートを実施したいと思いますので宜し

くご協力をお願いいたします。 

 アンケートは、鳩山町内の「教職員、小学校５・６年生とその保護者、中学生とその保護者」に

お願いし、アンケート結果については、町の広報紙やＨＰで公開したいと考えています。 

 

※４０人学級では、小学校において、児童数が１学級あたり４１人以上の場合は２学級となりますが、

３５人学級では、３６人以上になると２学級になります。（今宿小５年、鳩山小３年） 

※４０人学級では、中学校において、生徒数が１学年あたり１２１人以上の場合は４学級になります

が、３５人学級の制度では１０６人以上になると４学級になります。（鳩中２・３年） 

 

○資料（学校制度等の大まかな歴史） 

 江戸中期になると、武士階級の子弟が学ぶ藩校と町民の子弟が学ぶ寺子屋が隆盛を極め、その時

代の教育を支えた。明治５年に新たな学校制度が定められたが、義務教育としての学校制度が始ま

ったのは明治１９年になってからである。（４年間の義務教育・１学級８０名以下）  

その後、義務教育期間は明治４０年に６年間、昭和１６年に８年間、昭和２２年に９年間となり、

現在に至っている。学級の人数は、昭和３４年から５０人学級、昭和３９年から４５人学級、昭和

５５年から４０人学級となり現在に至っている。 

文部科学省は、平成２３年度から順次３５人学級を制度として取り入れ、平成２８年度までには

義務教育の学級定員を３５人とする計画であったが、財政負担やその効果についての検証が十分で

はないとの理由から、その後３５人学級の計画は進まず、現在、小学校１年生のみ３５人学級とな

っている。 

平成１３年度からは、都道府県教育委員会の判断で、学級編制の弾力化が認められるようになっ

たことから、埼玉県では、小学校２年生に３５人学級を導入し、中学１年生に３８人学級を導入し、

現在に至っている。 

 


